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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、セリン/スレオニンキナーゼファミリーに属する酵素をコードする。このファミリーメンバーは、ヘッジホッグシグナル伝達経路において重要な役割を果たすショウジョウバエのタンパク質に類似している。このヒトタンパク質は、GLIジンクフィンガー転写因子の正の調節因子である。相同マウス遺伝子のノックアウト研究では、このヒト遺伝子の欠陥が、おそらく運動性繊毛の機能的欠陥に起因する先天性水頭症を引き起こす可能性があることが示唆されている。ヘッジホッグシグナル伝達は特定の種類の消化器癌で頻繁に活性化されるため、この遺伝子はこれらの癌の治療標的となることが示唆されている。この遺伝子の選択的スプライシングは、複数の転写バリアントをもたらす。 [RefSeq提供、2011年8月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,機能：出生後の発育に必要なセリン/スレオニンタンパク質キナーゼ。脳脊髄液の恒常性または繊毛機能の調節を介している可能性がある。SUFUの効果に拮抗し、それらの核局在を促進することで、転写調節因子GLI1、GLI2、およびGLI3の活性を制御する。GLI2は転写活性を得るためにSTK36の追加機能を必要とするが、この酵素はこれが起こるために活性キナーゼ触媒部位を有する必要はない。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。 Ser/Thr タンパク質キナーゼファミリー。,類似性: 1 つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,細胞内局在: 核にも低レベルで存在します。,組織特異性: ほとんどの胎児組織、成人の卵巣では低レベルで発現し、成人の精巣では高レベルで発現し、生殖細胞に局在します。,
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	STK36抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	STK36抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	STK36 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

